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「URL」は、「Uniform Resource Loca-

tor」の略で、リソースの「場所」とそこへの

アクセス方法を表します。

URLの上位概念として、「URI」がありま

す。URIは、「Uniform Resource Identi-

fier」の略で、リソースを一意に特定する

識別子です。URIの書式は、「（スキーム

名）:（スキームごとに決められた部分）」の

ように「:」で区切られた文字列になってい

て、スキーム名はIANAという組織が管理

しています。

上位概念であるURIに含まれるものの

1つが、URLというわけです。URLの先頭

要素であるhttpやftpなどは、すべてスキ

ーム名になります。図1は、httpやftpで共

通に利用できるURLの書式の一部です。

URIの下位概念には、URLのほかに

「URN」があります。URNは「Uniform

Resource Name」の略で、リソースの存

在する場所に依存しない、普遍的な名前

を意味します。URIの書式によるURNの

記述は、「urn:（名前空間ID）:（空間内での

識別）」となります。たとえば、書籍コード

を表すISBNはURNであり、「urn:isbn:4-

8443-1671-0」と表せます。URIと、

URL/URNの関係を図で表すと図2のよう

になります。

（本誌アドバイザー井上尚司）

URLの仕組みとURIやURNとの関係

ウェブサーバーのログから得られる情報
今月のポイント

いまさら聞けない

URLもURNもURIのサブセット
URLは場所を、URNは名前を示す

ウェブページをhttp://internet.impress.co.jp/のようにURLで表しますが、この仕組みはどうなっているので

しょうか。また、最近URIやURNという言葉も聞きます。何が違うのでしょうか。（富山県　M.Tさん）

いまだから聞きたい

このコーナーでは読者の皆さんの

インターネットに関する疑問や質

問にお答えします。「？」と感じたこ

とはどのようなことでも構いません

ので、下記のメールアドレスまでご

質問ください。なお、ご質問への

メールでの回答はできませんので

ご了承ください。

○ご質問はこちらまで

im-faq@impress.co.jp

URI

ISBN 
ISSN 
IETF 
OASIS 
など 

URNURL

http 
https 
ftp

mailto 
telnet 
gopher 
など 

●図2 URIとURL/URNの関係

http : //  internet.impress.co.jp  /im/2nd%20index.htm

スキーム：http、https、
ftp、telnet、gopher、
mailto、fileなどのスキ
ームがある 

ここに「nakajima:naisho@」のように
してユーザー名（ここではnakajima）と
パスワード（ここではnaisho）を指定す
ることもできる（任意） 

指定したスキームのデフォルトのポート
以外を使う場合は、ここに「:808」のよ
うにしてポート番号（ここでは808）を指
定することもできる（任意） 

スキームと
内容はコロ
ン（:）でつな
ぐ 

ホスト名 ホスト内での目
的のオブジェクト
のパス 

内容：アクセスするオブジェクトの場所とアクセスに関する情報を
指定した、スキームごとの記述法で示す。例はhttpスキームの場
合。また、特殊記号や2バイト文字などをURLに含めたい場合は、
「%」の後に16進数の数字2桁を付けてエスケープして表す 

●図1 URLの構造（httpの場合の例）
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ウェブサーバーは、ブラウザーなどのク

ライアントからの要求を処理するごとに、

その情報をアクセスログに記録していま

す。たとえば図3は、Apacheウェブサーバ

ーが取っているログのうちの1行を示した

ものです。ここには、要求したクライアン

トのIPアドレス、日時、要求の内容であ

るリクエストヘッダー、終了状態、送信バ

イト数などが記録されています。

ログの書式は、ウェブサーバーの種類

ごとに異なりますし、サーバーの設定によ

っても変えることができます。Apacheウ

ェブサーバーの場合、環境設定ファイル

であるhttpd.confでログの項目を指定しま

す。この設定を変えることで、いろいろな

ログデータを取ることが可能となります。

たとえば使われたブラウザーの種類や、ど

のリンクをたどってきたのかなどの項目も

取れます。

このログを見れば、ウェブサーバーへの

アクセスの状況を知ることができるわけで

すが、もちろんこのログだけでは利用者の

個人情報を知ることはできません。ただ、

このログファイルと、クライアント側が利

用しているISPの通信ログなどを照らし合

わせれば個人の特定まで可能となります。

ウェブサーバーは、基本的にクライアン

トからのリクエスト1つに対して1行のロ

グを生成します。たとえばウェブページの

中にgifやjpegの画像があると、それぞれ

が1つのリクエストとなり、ログに記録さ

れます。つまり、ログファイルは非常に大

きいものとなり、通常はそれを直接見て何

かを判断するというのは無理があります。

そこで活躍するのが、ウェブのログ解析ツ

ールです。

ログ解析ツールには、簡単な集計だけ

をするものから本格的なレポートを図表と

ともに出すものまで、また、フリーソフトか

ら商用のソフトまで、多々あります。当然

のことですが、サーバーのログの重要性を

それぞれのサイトごとに判断して、ツール

を選べばよいでしょう。

図4に示したのは、商用のログ解析ツ

ールである「サイトトラッカー」 という

ソフトからの出力の一例です。このソフト

では、100種類以上のサマリー（要約）や

レポートの出力が可能で、たとえば利用

者のサイト滞在時間や、どのページをどれ

くらい時間をかけて見ているかなど、さま

ざまな情報を得ることができます。図5の

ようにグラフで表示することもできます。

ウェブのログ解析は必須の作業なので、

まずはフリーソフトから試してみて、必要に

応じて商用ソフトやサービスを選択してい

くのがいいでしょう。

（本誌アドバイザー井上尚司）

http://www.sitetracker.jp/

上司から、ウェブサイトのアクセスログはちゃんと確認して情報を得ておくように言われたのですが、何を

どうすればいいのでしょうか。（東京都　N.Kさん）

アクセスログは情報の宝庫
ツールをうまく使って解析を

クライアントの 
IPアドレス 

192.168.1.54 - - [10/Jan/2003:09:51:24 +0900] "GET /index.htm HTTP/1.0" 200 6774

日時 リクエストヘッダー 終了 
状態 

送信 
バイト数 

●図5 サイトトラッカーの

グラフ画面例

●図4 サイトトラッカーのレ

ポート画面例

●図3 アクセスログの1行の例
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